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   教育委員会定例会（平成２５年８月）会議録    

１ 日   時 平成２５年８月８日（木）１５：００～１７：０５ 

２ 場   所 新居浜市庁舎３階 応接会議室 

３ 出 席 者 委 員 長  伊藤 嘉秀 

委    員   宮内 文久 長野 美和子 三木 由紀子 

教 育 長   阿部 義澄 

事務局長  藤田 佳之 

総括次長  木村 和則 

次  長  横井 敏行 坂本 睦美 

課  長  加藤 京子 横井 邦明 渡辺 環 伊藤 繁次郎 

４ 教育長の一般報告 教育長の報告 

７月分行事報告及び８月分行事予定について 

その他 

５ 記録者氏名 社会教育課 岡部 文仁 

６ 会議の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選 挙＞ 

 選挙第１号 新居浜市教育委員会委員長の選挙について 

 

＜指 定＞ 

 指定第１号 新居浜市教育委員会委員長職代理者の指定につい

て 

 

＜請 願＞ 

 請願第１号 公教育の中立性を確保する教育委員会制度の厳守

について 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係について＞ 

 

＜その他＞ 

（１）平成２５年度新居浜市教育委員会の事務の管理及び執行状況

の点検・評価について 

（２）平成２５年度教育委員会取組方針について 

（３）別子小学校について 

 

 

 



 2 

 伊藤委員長 

 

 

  

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

それでは定刻がまいりましたので、ただ今から平成２５年第８回

新居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員は、宮内委員さんと長野委員さんにお願い

いたします。会期は本日限りといたします。 

 平成２５年第７回定例会会議録の承認につきましては、三木委員

さんと宮内委員さんにご署名をいただいております。 

 それでは、教育長さんの一般報告をお願いいたします。 

 

それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧くだ

さい。 

７月の主な行事についてご報告いたします。 

１２日 平成２５年度新居浜市中学生弁論大会が、新居浜ロ

ータリークラブ及び新居浜南ロータリークラブの支援を受け、

第４７回目の大会を開催いたしました。各中学校の代表の１０

名の弁士が自分自身の体験から感じたことや決意を感情豊かに

語ってくれました。第１席に西中学校神田真和さんの「あの向

日葵を忘れない」、第２席に南中学校守谷幸称さんの『「ケレケ

レ」助け合って生きている』、第３席に中萩中学校長谷川風花さ

んの「ありがとう」が選ばれました。様々な弁士の体験が聞く

者に多様な感動を与えてくれました。 

 平成２５度愛媛県市町教育委員会連合会定期総会が四国中

央市で開催されました。 

１４日 身体障害者チャリティー第１６回オープントーナメ

ント西日本拳法道選手権大会が、西日本各地の小学生から成人

までの選手の参加を得て、山根総合体育館で開催されました。 

１６日～１９日 ７月末までの教育委員会取組方針の進捗状

況の教育長・事務局長ヒアリングが実施されました。後で、報

告いたします。  

１８日 第３回日本リトルシニア西日本選手権野球大会に、

四国ブロック大会を勝ち抜いて、出場することになった新居浜

リトルシニア選手２７名と監督・保護者の方々が市長に表敬訪

問をされました。１０日から愛知県豊田市で開催されます。 

１９日 小中学校の第１学期終業式が行われました。  

第７回新居浜駅周辺モニュメント設置審査委員会が開催さ

れ、シンボルロードモニュメントの第１次審査が行われました。 

第７回春川オープン国際テコンドー選手権大会２０１３に出
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場した上野知果さんが大会の様子等について市長に報告に来ら

れました。 

２０日 平成２５年度第６５回県総体に選手４４９名、役員

監督７４名総計５２３名が参加しました。なお、結果について

はお手元にお配りしておりますので、後ほどご覧ください。 

２２日 各学校の校長・教頭・教務主任と教育長との懇談会

が２６日までの期間行われました。 

新居浜市学力向上推進委員会実践活動部会（第４回学習環境

委員会）が開催され、Ｑ－Ｕ検査結果の見方等について研修を

行いました。  

２０１３年度第４６回少林寺拳法愛媛県大会において最優秀

賞を獲得し、県代表として第７回全国中学生少林寺拳法大会に

出場する田中沙耶加新居浜南中学校２年生、第８回四国高等学

校少林寺拳法選手権大会規定単独演武女子の部優勝石井美和新

居浜商業高等学校２年生、並びに自由単独演武女子の部優勝田

中遥新居浜西高等学校２年生が市長に喜びや全国大会への抱負

を語ってくれました。    

２３日 第４９回新居浜市小学校水泳記録会が泉川小・新居

浜小で開催されました。  

惣開、宮西、若宮小学校を皮切りに、通学路安全対策アドバ

イザーによる専門的な見地からの指導助言のもと、学校、ＰＴ

Ａ、地域関係者と警察、市や県の道路管理者との通学路の合同

点検が８月６日までの間行われました。点検箇所は５６箇所と

なっております。 

２５日 にいはま子ども環境サミットが開催されました。ス

クールエコ運動認定校の新居浜小・高津小・泉川小学校から、

学校の取組について発表があり、その取組について意見交換が

なされました。また、総合科学博物館 進 悦子学芸員さんの

サイエンスワークショップが表面張力の面白さに気づく「アメ

ンボ君を作ろう」「ジャンボシャボン玉ができる」等の科学実験

が行われました。 

「夏休み子ども探検隊＆不思議なおもちゃに挑戦」が別子銅

山記念図書館で開催され、子ども２５名、大人２１名が参加し、

普段見られない書庫等を探検したり、新居浜工業高等専門学校

の先生たちの指導によるおもちゃ作りを楽しみました。 

２６日 小中学校の学校給食関係者を対象に、学校給食研修



 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会がウィメンズプラザで開催され、労働基準監督署の今井知士

氏に「労働災害の現状と具体的防止策」について分かりやすく

お話をいただきました。 

２６日～２８日 発達障がい支援者のための実践セミナー

が、こども発達支援センターで連続３日間の日程で開催されま

した。発達障がい等の人たちへの療育、教育、福祉に携わって

いる方１５名を対象に、実際に子どもさんに協力を頂きながら、

発達障がいへの理解を深め、支援技術のさらなる習得を目的と

した講義と実習からなる実践実技研修会を行いました。研修を

通じて、特に自立課題やコミュニケーションについてチームで

支援に取り組んでいくことの大切さを学ぶことができました。  

２７日～２８日 新居浜リトルリーグ創立３５周年を記念し

て、県内各地のリトルリーグ加盟のチームが参加しての創立３

５周年記念大会が開催されました。   

２８日 平成２５年度「新居浜市小・中学生子ども会議」が

開催されました。「楽しい学校とは」のテーマで話し合われまし

た。前半は４つのグループに分かれ話し合い、後半は浮島小学

校と角野中学校の取組発表を参考に、小・中学校が各中学校区

の１０のグループで話し合い、その結果を全体発表しました。

この場で話し合われた内容について、保護者、教職員、教育委

員会等の会合で是非とも話し合いの深まりを探っていきたいも

のです。 

２９日 平成２５年度「インスパイヤ・ジャパン愛媛」（文部

科学省委託国際交流事業）でアルジェリア・セネガル・スーダ

ンから９名のボーイスカウトの団員が１泊２日の新居浜市での

ホームステイを行うことになり、市長に表敬訪問が行われまし

た。 

３０日 県総体の報告会が行われ、主な成績として、見事団

体優勝は、バドミントン男子・女子とも中萩中、おしくも準優

勝には、軟式野球川東中、ソフトボール女子川東中、バドミン

トン男子・女子とも川東中、卓球女子泉川中、新体操女子南中、

３位で卓球男子泉川中が四国大会に出場します。個人として、

体操競技女子、卓球女子単、バドミントン男女単・複、水泳男

子自由形、陸上男女に出場することになっています。新居浜市

からは１０６名の選手・監督が８月３・４日の四国大会に出場

することになりました。選手の努力とともに、保護者・指導者
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等関係者のみなさん方の取組の成果だと思います。ご苦労様で

した。感謝申し上げます。四国大会や全国大会を期待したいも

のです。 

口屋跡記念公民館において地域主導型公民館活動の一つとし

て取り組んでいた「団塊世代のリーダー養成講座」の中から発

案され、新居浜の過去の中心市街地の発展の原点は口屋にある

が、その口屋の姿がどんなものであったかは写真でしか残って

いない。新居浜のルーツを知るためにも写真からジオラマを作

ろうと「口屋あかがねの会」が結成され、今年２月から取り組

み始め、このほど完成し、「口屋ジオラマ」の完成の除幕式が執

り行われました。 

３０日～３１日 ＮＨＫ合唱コンクールが開催され､３０日

の小学校の部では、角野小学校・高津小学校、３１日の中学校

の部では、西中学校・角野中学校が金賞を受賞し、東予地区の

代表として８月６・７日に行われる県大会に出場することにな

りました。県大会でも活躍することを期待したいと思います。 

８月１日 平成２５年度新居浜市中学生国際交流事業アメリ

カ訪問団の第１回事前研修会が開催されました。訪問団の主旨

や目的、日程、パスポートの取得等についての説明が行われま

した。出発までに７回の予定で事前研修を行うことになってい

ます。１０月２６日から１１月５日までの９泊１１日間の体験

活動となります。 

ＡＬＴとして３年間活躍してくれたトーマスさんとマークさん

の後任として、新規ＡＬＴのＭｒ・David Michael Laba（ディビ

ッド マイケル・ラバ）さんと Mr・Mykel Jeffrey Schuessler（マ

イケル ジェフリー シェスラー）さんが着任し、市長を表敬訪問

されました。 

２日 「夏休み体験 子ども一日図書館員」に１９名の小学生が

参加し、図書館見学とカウンター体験、本の調べ方講座、図鑑クイ

ズのリーフレット作りを行いました。 

３日～４日 中学校四国総体が開催されました。 

４日 ７月２８日に計画されていた第２６回市民一斉清掃が 

雨天のため８月４日に延期されました。教育委員会は黒島海浜

公園海岸のごみ拾いを行いました。 

あすなろ教室進路相談会が開催されました。 

６日 ＮＨＫ合唱コンクール愛媛県大会小学校の部が開催さ
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伊藤委員長 

れました。 

７日 ＮＨＫ合唱コンクール愛媛県大会中学校の部が開催さ

れました。 

８日 中学校四国総体報告会が市民文化センターで行われま

した。成果については、お手元にお配りしています。 

その他､８月の主な行事予定について報告を申し上げます。 

９日 中学生アメリカ訪問団第２回事前研修会 

夏の夜のちょっとこわいお話し会と夜の図書館探検 

（別子銅山記念図書館） 

１０日 心理アセスメント学習会（ふれあいプラザ） 

１１日 人権のつどい日   

１９日 あすなろ教室学習室の開放（～２３日）  

第４回小中学校教頭研修会  

魅力ある学校づくり調査研究事業合同研修会 

（市民文化センター） 

学校教育支援員等研修会（ふれあいプラザ） 

２０日 中学生アメリカ訪問団第３回事前研修会 

２１日 前期発達支援スキルアップ連続講座（～２２日） 

（別子銅山記念図書館） 

２２日 第２回小中教務主任研修会（市民文化センター） 

２３日 ＣＡＰプログラム研修会（市民文化センター） 

２４日 第３回笑顔甲子園（～２５日） 

（銅夢にいはま、市民文化センター）  

２６日 ＣＡＰプログラム研修会 

Ｑ－Ｕ心理検査研修会（市民文化センター） 

２７日 中学生アメリカ訪問団第４回事前研修会 

２８日 第３回中学校トップアスリート事業（～２９日） 

（山根総合体育館） 

小中学校人権・同和教育講演会（市民文化センター） 

 いじめ対策総合推進事業講演会 

（愛媛県総合科学博物館） 

３１日 パパ’Ｓ絵本プロジェクト マジカル全国ツアー 

２０１３ｉｎ新居浜（別子銅山記念図書館） 

以上で、一般報告を終わります。 

  

ありがとうございました。ただいまの教育長さんの一般報告につ
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宮内委員 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

宮内委員 

 

伊藤委員長 

 

 

 

 

 

 

 委員一同 

 

 伊藤委員長 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

木村総括次長 

 

 

 

 

いて何かご質問やご意見等はございませんでしょうか。 

 

８月２３日金曜日に行われるいじめ調査編集委員会について、詳

しく教えていただけませんでしょうか。 

 

市内の小学２年生から中学３年生まで、６月から７月にかけてい

じめアンケート調査の悉皆調査を行いました。その内容について、

データを分析する会合です。主に各小中学校の生徒指導主事が中心

に行っているものです。 

 

分かりました。ありがとうございました。 

 

その他にご質問ございませんでしょうか。 

 では続きまして、本日は議案がございませんので、選挙に移らせ

ていただきます。次期教育委員長の選挙及び委員長職務代理者の指

定につきましては、人事案件でございますので、新居浜市教育委員

会会議規則第３７条の規定により、この会の最後に非公開で審議さ

せていただきたいと思いますがご異議ございませんでしょうか。 

 

はい。 

 

ご異議がないようですので、最後に非公開で審議させていただき

ます。 

続きまして、請願の提出がされていますので、事務局の方から説

明をお願いいたします。 

 

先日、教育委員会に請願書が提出されましたので、本日お手元に

お配りさせていただきました。請願書及び参考資料をご覧くださ

い。なお、具体的なところにつきましては、事務局長から補足説明

させます。 

 

請願第１号につきまして、補足説明させていただきます。新居浜

市教育委員会会議規則第３８条に「委員会に対する請願は、全て教

育長を通じて委員会に提出しなければならない。」また、第４０条

に「受理された請願書は、これを会議に付さなければならない。」

と規定されております。ただ今提示されております「公教育の中立
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伊藤委員長 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

伊藤委員長 

 

 

宮内委員 

 

 

性を確保する教育委員会制度の厳守を求める請願」につきまして

は、７月３０日に教育委員会事務局に持参し提出されたもので、そ

の後事務局において受理することができるか等、様式等の精査を行

い、８月の定例教育委員会に提出が決定されたのが昨日８月７日と

なり、事前に請願書等の送付ができず、本日お渡しすることとなり

ました。以上説明を終わります。 

 

ただ今の請願第１号につきまして、ご意見等ございますでしょう

か。少しお時間をいただきます。 

 

今、委員長さんからも言われたのですが、資料が本日配付され、

また内容も多いため、全てに目を通して、そのあと各自が意見を述

べるということは時間がかかるのではないかなという思いがあり

ます。そこで、今日はお渡しをしておき、次の定例教育委員会の時

にそれぞれ意見を言うという形で、継続審議にしてはいかがなもの

かと思います。どうでしょうか。 

 

ありがとうございます。提出時期から事前に資料をお渡しするこ

とができなかったので、ただ今教育長から継続審議の論議がござい

ました。継続審議につきまして、賛成される方、挙手をお願いしま

す。 

（全員挙手） 

ありがとうございました。全員一致にて継続審議にさせていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

続きまして、いじめ、不登校等生徒指導関係について事務局から

説明をお願いいたします。 

 

 お手元の生徒指導関係資料をご覧ください。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

ありがとうございました。ただ今の説明について、ご質問やご意

見等はございませんでしょうか。 

 

中学校２年生のいじめに関してですが、これは学校側が警察に通

報したのですか。それとも、被害者の保護者が警察に通報したので

しょうか。 
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阿部教育長 

 

伊藤委員長 

 

長野委員 

 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 伊藤委員長 

 

 

 

 

木村総括次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害者の保護者が警察に通報しました。 

 

そのほかご質問ございませんでしょうか。 

 

不登校のところで、７月に入って新しく３０日以上不登校になっ

た児童生徒のお話を聞かせていただいたのですが、家庭内の兄弟関

係とかはどうでしょうか。兄弟はいるのでしょうか。兄弟共に不登

校でしょうか。また、無気力の子というのは特に変わったことはな

いのでしょうか。 

 

全不登校生６７名のうち５２名が昨年度も不登校の経験があり、

兄弟に不登校生がいる生徒は１１名、卒業した兄や姉が不登校生に

いるのは７名です。 

 

そのほか、ご質問はございませんでしょうか。 

それでは、その他に移らせていただきます。平成２５年度新居浜

市教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検・評価について、事

務局から説明をお願いいたします。 

 

平成２５年度新居浜市教育委員会点検・評価についてご説明いた

します。点検・評価につきましては、平成１９年６月の「地方教育

行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正に伴いまして、平成

２０年度から、全ての教育委員会は、その権限に属する事務の管理

及び執行の状況について毎年点検及び評価を行い、その結果に関す

る評価書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表すること

が義務付けられたもので、今回で６回目となるものでございます。 

お手元にお配りしております資料の１ページをご覧ください。１

点目、基本的な構成につきましては、昨年度に見直しを行いまして、

今年度につきましても基本的には前年度と同様の構成を考えてお

ります。２点目、点検・評価の対象ですが、平成２４年度に各課及

び教育機関で実施した施策・事業で、そのうち新たに取り組んだ事

業、前年度から取組を改善した事業等を中心に１０事業を選定し、

この１０事業について、教育に関し学識経験を有する方からご意見

等をいただくようにしております。なお、今年度選定した１０事業

につきましては３ページに、その評価票の様式は４ページに記載し
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伊藤委員長 

 

 

 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

 

阿部教育長 

 

ております。次に、学識経験者の意見及び評価結果を踏まえた今後

の取組の方向性を５ページに記載の様式を基本に取りまとめます。 

３点目、点検・評価の方法につきましては、自己評価は、施策・事

業ごとに成果指標の達成度をＡ～Ｅの５段階で行います。また、選

定した１０事業について学識経験者の御意見等を頂くのですが、そ

の３名につきまして、今年度から新たに伊藤公一さんにお願いする

こととしております。また、選定した１０事業以外も６ページに記

載のとおり自己評価等を行う予定にしております。４点目、今後の

作業スケジュールにつきましては、９月の上旬まで点検・評価作業

を行い、９月中旬から１０月上旬にかけて、学識経験者の意見・助

言を頂き、報告書を作成し、１１月の教育委員会定例会において承

認をいただき、その後１２月の定例市議会へ報告をいたしたいと考

えております。なお、その後、市民の皆様方にホームページ等で公

表してまいります。以上で説明を終わります。 

 

ただ今の点検・評価につきまして、ご意見等はございませんでし

ょうか。 

それでは続きまして、平成２５年度教育委員会取組方針につい

て、事務局から説明をお願いいたします。 

 

一番大きいＡ３の資料をご覧ください。各課の担当から進捗状況

を聞き取りした内容を記載いたしております。ご覧いただいたよう

に項目が大変多く、全てを説明することは時間的に余裕ございませ

んので、今日お配りして、次の教育委員会の時に、ご質問いただい

たところについて説明をさせていただけたらと思います。大変申し

訳ありませんが、質問の内容について８月２１日を目途に事務局の

方にご連絡いただけたらと思います。その項目について、次の教育

委員会で詳しく説明させていただけたらと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。以上です。 

 

取組方針につきまして、何か質問はございませんでしょうか。そ

れでは、２１日を目途に、よろしくお願いします。 

その他、何か連絡事項等はございませんか。 

 

お手元に平成２５年度にいはま子ども環境サミットの資料をお

配りしていると思います。会議をした後のアンケートですが、参加
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伊藤委員長 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

伊藤委員長 

 

児童は４７名、「よい」、「ふつう」、「よくない」の３段階で、「よい」

がだいたい９０％、「ふつう」が１０％前後という結果です。また、

各校の意見としていろいろ挙げております。裏には、「環境ヒーロ

ー美化訴え」という形で、愛媛新聞が会議の様子を取り上げていた

だいております。このことから、スクールエコ運動への取組が次第

に増えてきており、今後の活動をどのようにしていくか、また検討

を要するのではないかと思っております。 

 

ありがとうございます。ただ今の報告につきまして、ご質問はご

ざいませんか。その他、何か連絡事項はございませんか。 

 

お手元に小・中学生子ども会議の結果報告についてお配りしてい

ると思います。『楽しい学校とは～いじめがなく子ども同士の絆が

深まる学校を目指して～』というテーマで行われました。また、小

中９か年を見据えてということで、第２部として、各中学校区で話

し合いをしてもらいました。 

＜資料に基づき説明＞ 

最後のページを見ていただけたらと思います。今回の子ども会議

についての子どもたちの評価です。小学生４７名、中学生２６名、

全部で７３名いたのですが、会の目的は理解できたかという問いに

は「よい」、「ふつう」に全員入っています。中学生は、この会に参

加してよかったという生徒が１００％、また、会の目的が理解でき

た、内容はよかったという生徒が９６．２％いて、楽しい学校とい

うことについて、やはり学年が進んだ中学生の方が小学生より意識

していたのではないかと思います。新居浜の子どもたちに、いじめ

ゼロ宣言ができるように取り組んでいってほしいなと思います。 

 

ありがとうございます。ただ今のご報告につきまして、ご意見、

ご質問はございませんでしょうか。 

私から１点ご質問ですが、環境サミットと子ども会議の報告はホ

ームページにも掲載されますか。 

 

掲載されます。 

 

ありがとうございます。他に、報告等はございませんか。 

 



 12 

阿部教育長 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

長野委員 

 

阿部教育長 

 

 

教育長報告でも説明いたしましたが、外国語指導助手（ＡＬＴ）

３名についてお手元に資料があると思います。ディビッド マイケ

ル・ラバさんとマイケル ジェフリー シェスラーさんが新しくオ

ーストラリアとアメリカから来ました。今までは、大学卒業して直

後に来られて日本語はあまり上手でない方が多かったですが、２人

とも日本語を大学で学んでからきておりますので、日本語をほぼ理

解しています。それで、中学校にはこれまで小学校に行っていたザ

ッカリーさんとディビッドさん、そして小学校にはシェスラーさん

をお願いしたいと思っております。 

 

ありがとうございます。ただ今の報告について、ご質問ございま

せんでしょうか。その他ご報告ございますでしょうか。 

 

お手元に通学路合同点検の資料があると思います。危険箇所は最

終的に５６箇所、２ページ目以降にその具体的な点検状況について

記載しています。学校教育課を中心に今後取り組んでいきたいと思

います。 

 

ただ今の通学路合同点検につきまして、ご質問はございませんで

しょうか。続きまして、その他の報告はございますでしょうか。 

 

今年度、愛媛大学医学部と共同して運動器検診を行いました。中

学２年生を対象にしたその実施結果の集計表をお配りしています。

全市内で生徒数が１，１６０名、問診調査を行ったのが９７８名、

その中から直接検診対象者が３９４名の４０．３％、うち当日の受

診者は３８０名、そのうち病院の受診を勧められた者が７１名の

７．３％という状況になっております。 

 

ただ今の運動器検診につきまして、何か質問はございませんでし

ょうか。 

 

運動器とは具体的にどういうことを調べたのでしょうか。 

 

関節や背骨の痛み、またはＯ脚等、体の骨に関する事を調べまし

た。学校の内科検診と同時に、スポーツ整形外科の先生が参加して

行いました。 
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伊藤委員長 

 

阿部教育長 

 

 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

藤田事務局長 

 

宮内委員 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

宮内委員 

 

 

藤田事務局長 

 

宮内委員 

 

 

 

 

他に連絡事項等はございませんでしょうか。 

 

７月の定例教育委員会で報告しておりました別子小学校の保護

者から要望があった件につきまして、保護者への聞き取りを行いま

したので、報告させていただきます。 

 

７月２２日、別子山公民館の図書室で、私と横井次長、加藤課長

の３名で保護者等から聞き取りを行いました。５組の方からお伺い

しております。お手元の別子小学校に関する保護者等からの聞き取

り一覧をご覧ください。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

ありがとうございます。ただ今の別子小学校の件につきまして、

ご質問・ご意見等はございませんでしょうか。 

この方たち以外に、今後お子さんが小学校に入学する可能性のあ

るご家族というのは別子山にはいらっしゃらないのですか。 

 

いらっしゃらないということで考えております。 

 

平成２６年度には別子小学校に１人ですか。 

 

あくまでも予定ですけど、現在１年生と、来年度入学される児童

の２名です。実際その場面にきた時にどうされるか、別子小学校に

入学されるのか、やっぱり他のところに入学するのか、今の時点で

はわかりませんが、予定は２名です。 

 

その後には、この状態が２年ぐらい続いて、その後３人になりま

すよね。 

 

そうですね。 

 

最初に要望していた○○さんご夫妻が、これから先別子小学校で

はリーダーシップをとっていかれるかと思いますが、○○さんご夫

妻がとにかく休校か統合かと主張される限りずっと続くと思いま

す。何年待っても、子どもは２人、３人ですよね。 



 14 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

宮内委員 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

 

長野委員 

 

 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

伊藤委員長 

 

別子山に転居するとか可能性はゼロではありませんが、実際この

５組のうち、もともと別子山出身の方は○○さんと○○さんの奥さ

んです。他の方は違うのですが、何らかの縁があって別子山の方に

来られておりますので、ゼロではないですが、可能性は非常に低い

と思われます。 

 

転居された方々っていうのは、思いが少ないのですかね。 

 

もともと○○さん自身も別子山の方なのですが、子どものことに

なると児童が少ないのは悲しい、大きな学校で遊ばせたいという気

持ちが強いということです。○○さん自身も児童数が少ない中で育

っていますので、自分の小学校に通った感覚、人数を基準にして考

えているのではないかと思います。ある程度の子どもはほしいとい

うことです。 

 

○○さんのところに「地域の意見が二分していることも認識はし

ている」と書いておられるのですが、地域の方たちは学校に対して

は存続という意向が強いと受け止めてよろしいのでしょうか。 

 

現時点ではお伺いはしていません。ただ、合併の時に、当時の別

子山村長さんから新居浜に対して、合併にあたっての心配な点を５

項目挙げていただいております。そのうちの１つに、別子小中学校

の存続というのが要望として挙がってきております。この要望は、

新居浜市としては今も活きていると思っております。それを変える

のであれば、やはり地域の方々の意見が必要かと思います。 

 

私から少しお聞きしたいのですが、例えば小学校を角野小学校と

するとなった時、中学校だけ存続ということはあり得るのでしょう

か。 

 

あくまでも校区制が制度としてありますので、別子山校区という

考えをします。休校するという選択をした場合は、小中両方を休校

するしか方法はないと思っております。 

 

小中一体の判断をされるということですね。 
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阿部教育長 

 

伊藤委員長 

 

 

 

 

藤田事務局長 

 

 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。 

 

先月にもご質問させていただいたのですが、地域の方のご意見の

取りまとめの方法としては、連合自治会の総会であるとか、公民館

運営審議会の団体などいろいろあると思いますが、最も住民の意見

が反映されるような集約方法はどういったものでしょうか。 

 

まず、連合自治会長さんにお願いするのが一番で、やり方という

のは自治会長さんにお任せするしかないと今の時点では思います。

「こういう要望があるのですが、別子山地域としてのお考えをお伺

いしたい。合併前には存続の要望がありましたけれども、今の時点

の要望はいかがでしょうか。」という形で、意見を取りまとめてい

ただこうと思っております。 

 

補足しますと、合併をする前に合併を前提として村長さんから市

長に要望書が出され、そして合併についての協議会が１０年前に発

足し、１０年間いろいろなことが合併協議会で審議されてきまし

た。そして１０年経ったということで、その協議会がなくなりまし

た。現在、村民の気持ちを量ることができるのは、連合自治会、ま

たその総会によるものではないかと思っております。今回の件につ

いて教育委員会で審議してほしいと要望があった時に、○○さんに

「もし、地域で審議する場合はどこへもっていったらいいでしょう

か」と言われたら、合併協議会はないので連合自治会を通して審議

してもらうしかないという話はできます。 

やはり、子どもの意見、保護者の意見を無視するのはいけないと

思います。ただ、我々としては教育的配慮も必要ではないかと考え

ております。学校というのは、２人以上いて競争する、また連携す

る、つながりあう、そういう社会生活、学校生活の中で学んでいく

ものがあると思います。一人で学校生活というのはあり得ないので

はないか、特に思春期を迎える子どもで、多様な見方、判断の仕方

が今後必要になってくる時に３年間１人で中学校生活をするのか、

本当に教育と言えるのかということも含めて、教育委員会の判断を

求められるのではないかと思います。しかし、当事者の意見を聞き、

また、教育というのは地域に支えられているという一面もあります

から地域の声も聞く、そういう中で総合的に判断することが必要だ
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 藤田事務局長 

 

 

 伊藤委員長 

 

 藤田事務局長 

 

 

 伊藤委員長 

 

 

 

宮内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

伊藤委員長 

 

 

藤田事務局長 

と思っております。 

 

その他ご意見ございませんでしょうか。 

ただ今の教育長さんのご意見に基づくと、次にご意見をお伺いし

ないといけないのは、地域の方々ですね。 

 

お子さんの意見を聞き、また、地域の方々にもお伺いしないとい

けないと思います。 

 

 来年度の準備にあたって、いつまでに結論を出すのでしょうか。 

 

 １０月１日に、入学時健康診断の通知を出します。また、指定学

校の変更申請受付が１０月１日～３１日となっています。 

 

お子さんのご意見をお伺いしたうえで、地域の方にお話をもって

行っていただきまして、ご意見をいただくという方向でいかがでし

ょうか。 

 

１つよろしいですか。教育委員会で別子小学校、中学校をどうす

るかということを決める時、小・中学校が存続した時の別子山地区

の在り様と、小・中学校が休校や廃校になった時の別子山地区の在

り様では、別子山地区そのもののこれから先の社会基盤が変わって

くると思いますが、教育委員会で教育的配慮も必要ですが、社会的

配慮を必要とした時、本当に教育委員会が判断していいのか、市議

会の判断が必要なのではないかと思います。例えば、「教育委員会

は休校または廃校などこういうふうに提案します」として、今度は

市議会の判断が必要かと思いますが、小・中学校の在り様は教育委

員会で決めて構わないのでしょうか。 

 

学校の設置は条例で定められており、市議会で審議しなければな

りません。 

 

教育委員会の採決に基づいて、議会に議案として挙げさせていた

だくということですね。 

 

最終的には新居浜市としての判断をした後、条例事項でございま
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伊藤委員長 

 

藤田事務局長 

 

 

宮内委員 

 

 

藤田事務局長 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員長 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

長野委員 

 

 

 

 

 

すので議会に上程をして、採決をいただくということです。 

 

手続きをすればそれが最終ということですか。 

 

極端な話ですけれども、廃校にする案で上程して、議会で否決さ

れれば廃校はなしということです。 

 

廃校がないということは、子どもがいないということもあるので

すか。 

 

可能性としては起こり得ます。その場合は、休校となります。 

 

どちらにしても、「中学校は存続してほしい」、「小学校は潰して

ほしい」という状況になった時、やはり教育委員会としては、どっ

ちをどうするか、両方の要望とも受けるというのは考えられませ

ん。普通は体力上考えたら、低学年の小学生がバスに揺られて普通

で４０分、冬場に三島経由だと１時間以上も通学にかかるのは、ち

ょっと考えられないと思います。小学校が別子にあって、中学にな

ったら下に降りてくるというのは考えられますけれど、それが逆転

するような状態というのは、なかなか了解出せないのではないかと

考えます。学校というのは、身体的状況や利便性等も含めて、通学

区域というのを決めなければならないのではないかと思います。 

 

もう１つ質問いいですか。今の地域バスなのですが、過去に三島

経由で走ったことがありますか。 

 

大永山が凍った時には、何回かあったのではないかと思います。

大半は、スタッドレスタイヤで行きますが、どうしても雪が積もっ

た場合は、何回か三島経由で行ったことがあったと思います。 

 

繰り返しみたいですが、保護者の意見はここに示されているので

すが、やっぱり私は学校ということを考えた時に、１０年前の合併

の時にもあったのですが、１０年間で状況が変わってきて、地域の

方もどんなふうに思われるのか、やはり存続を希望されるのか、保

護者の方たちの意見を尊重するのか、地域の方の声をお聞きしたい

です。そして、実際に通学するとなると毎日のことですので、保護
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者はどのくらい理解して行動するかと考えると、なかなか難しいの

ではないかと思うのですけれども、とりあえずは、地域の方の意見

を聞くのが先かなと思います。 

 

その他ご意見等ございませんか。 

それでは、子どもさんのご意見を８月末に聞いていただきまし

て、そのあと地域の方々、連合自治会の方々にお話をもって行って

いただきまして、ご意見をお伺いをするということで進めさせてい

ただいてよろしいでしょうか。よろしくお願いいたします。 

その他、ご報告ございませんでしょうか。 

 

学校給食課です。学校給食費未納状況を報告させていただきま

す。 

＜資料に基づき説明＞ 

 

ただ今のご報告につきまして、ご質問ございませんでしょうか。 

 

話は変わりますが、アレルギーの対応について、文部科学省から

も新たに調査するということが出ていますが、どういった対応をし

ているのか説明してください。 

 

アレルギーと申しましても、いろいろと個人によって違います。

小学校の場合は、多いところで１０数名いらっしゃいますが、各学

校に栄養士がついておりますので、調味料の中にもゴマ類が入って

いたり、卵類が入っていたりしますので、それも全て除去しており

ます。ただ、中学校の学校給食センターの場合、１週間単位でメニ

ューはあるんですけど、複合アレルギーの方が出てくると、その方

に対するアレルギー食というのは、１週間に５食ある中で３食は同

じ食事になる可能性が出てきます。そういう対応をしなければなら

ない場合が出てきたりします。１番困るのは、エビ、カニの甲殻類

の関係で、アレルギーはないのだけれども、午後に運動するとアレ

ルギー反応を示すという子がいらっしゃいまして、その方の対応が

１番難しい状況です。アレルギーの方につきましては、毎年３月に

栄養士と本人、保護者に面談いたしまして、その給食で対応できる

かどうかを確認させていただいております。できない場合は、保護

者の方にお弁当を作っていただくという形をとらせていただいて
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伊藤学校給食課長 

おります。 

文部科学省からも調査等ありますが、現在新居浜で１４４名のア

レルギーの方がいます。学校給食センターで３１名、新居浜特別支

援学校で４名いますので、学校給食センターでは３５名分は別便で

お弁当を届けております。これ以上アレルギーの方が学校給食セン

ターに増えると、特調室が狭くて、作れないような状況になりそう

です。だいたい１０食までしか対応できないような特調室ですが、

１番多い時で１日に１２名のアレルギー食を作らなければならな

いので、また改造しなければならないかもしれない状況です。 

 

ありがとうございました。ただ今の説明につきまして、何か質問

はございませんでしょうか。 

アレルギーの方の数は、年々増えていく傾向なのでしょうか。 

 

増えています。 

 

給食センターの対応とか栄養士の対応は充分やっていただいて

いますが、学校の体制として、全教職員がどのくらい共通理解して

対応できるかというそういう取り組みは進めているのでしょうか。 

 

各栄養士の方には、学校の意識統一を求めるようにはさせていた

だいておりますが、学級担任が１番身近にいるのでその方たちも含

めて、こういうアレルギーをもっているということを確認し合いな

がらやっていただいております。 

 

１番心配するのは、１番よく知っているはずの担任や栄養士さん

とかがいないケースです。出張とかでいない場合もあるのですが、

例えば他の子どもが怪我をしたからその対応に追われて隣の先生

に任せるとか、何か電話がかかってきていかなければならない等、

その場を離れるということが日常的に随分あります。東京で事故が

あった時も、あまり詳しく知らない先生だったと聞いたのですが、

担任の先生はもちろん知っておかなければならないですし、学校全

体がどの子どもがどういうアレルギーをもっているかということ

を知ってほしいです。 

 

こちらのほうから、また学校内で意識統一するように通知させて
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いただきます。 

 

ありがとうございました。その他ご報告ございませんでしょう

か。 

 

郷土美術館からお知らせです。お手元にお配りしております特別

企画展「野分のあと 白岡順写真展」についてご説明させていただ

きます。白岡順さんは新居浜市角野出身で、写真を見てもわかるよ

うに非常に独自の視点で撮られる方です。特に、フランスを中心と

する国際的な評価が高い方です。このたび９月６日から９月２９日

の日程で写真展を開催いたします。なお、９月６日にご本人による

テープカットと開展式を行います。それと、関連事業ですが、６日

の１２時からだいたい４０分程度で白岡順さんご本人によります

アーティストトークを行い、作品解説をしていただきます。また、

９月７日（土）には、小学生の４年生から６年生を対象にいたしま

して、白岡順さんに先生になっていただきまして、ピンホールカメ

ラと現像体験をしていただくというワークショップを開きたいと

考えております。夏休み前に各学校にチラシは配布済みで、約１０

名の募集に対しまして、今現在で９名既に受付済みということで、

対応ができれば少々超えても対応しようと思います。 

 

ありがとうございます。他に連絡等ございませんか。 

 

図書館です。チラシを配付していると思いますが、「パパ’ｓ絵本

プロジェクト マジカル全国ツアー」が８月３１日（土）に別子銅

山記念図書館で行われます。ファザーリング・ジャパンの安藤哲也

氏他３名の父親による読み聞かせを行います。午後の小学生以上の

部に少し余裕がございますので、お知り合いの方がいらっしゃった

ら声かけの方お願いいたします。 

 

ありがとうございます。その他ご報告ございませんか。 

 

 ７月中に愛媛新聞等で子どもたちが掲載された記事をお配りし

ています。たくさんの活躍があったと思います。またお目通しくだ

さい。 

 次に、肢体不自由特別支援学校の設置について報告いたします。
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新聞等で報道もあったと思いますが、県教育委員会特別支援課か

ら、新居浜西高等学校の現在未使用の旧家政科教棟に、東予地域、

新居浜、西条、四国中央市の肢体不自由児の子どもたちのための、

新居浜特別支援学校を設置することが予定されているという連絡

がありました。現在はしげのぶ特別支援学校しかなかったので、バ

スや保護者が送迎して通学しておりました。平成２７年４月開校を

目指して、東予地域の約５０名が就学できる予定です。なお、県の

９月議会で建築予算が諮られ、２６年度中に建築を開始し、２７年

４月に開校予定です。西高、北中、宮西小が近くにあり、特別支援

学校と小中との連携が図れると思います。西高の平面図をご覧くだ

さい。正門から西高の普通科生が通学して本館へ入り、特別支援学

校の子どもは西門から通学するという形で建て替えを計画してい

ます。また、特別支援学校のエレベーター設置等の大規模改修に合

わせて、本館等も改修する予定です。現在、しげのぶに通学したい

けれど、通学困難で新居浜にいたいという子ども４名が浮島小学校

に通学しております。そういう子どもたちに朗報ではないかと思っ

ています。 

 

ありがとうございました。ただ今の報告にご質問ございません

か。 

他に連絡事項等ございませんか。 

それでは、次回の定例会の開催日を決めさせていただきたいと思

います。９月の定例会は、９月１３日金曜日の１５時から開催させ

ていただきます。 

それでは、平成２５年第８回新居浜市教育委員会定例会を一度閉

会いたします。ありがとうございました。 
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